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2014年６月５日　第 285 号

三
沢
市
内
の
20
数
年
ぶ
り
の

デ
モ
行
進

鹿
内
市
長
へ
の
申
し
入
れ

泣
い
た
女
が
バ
カ
な
の
か
、
だ

ま
し
た
男
が
悪
い
の
か
♬　

昔

流
行
っ
た
歌
の
文
句
だ
が
、
い

ま
の
安
倍
政
権
に
は
ウ
ソ
偽
り

が
多
く
、
国
民
を
泣
か
せ
て
い

る
。
「
総
理
大
臣
の
私
に
は
、

国
民
の
暮
ら
し
と
命
を
守
る
責

任
が
あ
る
」
。
こ
れ
は
安
保
法

制
懇
か
ら
の
報
告
を
受
け
て
集

団
的
自
衛
権
に
つ
い
て
記
者
会

見
で
使
っ
た
空
疎
な
口
先
だ
け

の
言
葉
。
97
年
に
消
費
税
が
５

％
に
な
り
、
そ
の
翌
年
自
殺
者

は
初
め
て
３
万
人
を
突
破
し

た
。
以
降
14
年
連
続
で
３
万
人

を
超
え
た
。
毎
日
82
人
が
自
殺

す
る
計
算
に
な
る
。
11
年
の
統

計
で
餓
死
者
は
45
人
。
８
日
に

１
人
が
餓
死
し
て
い
る
。
こ
の

日
本
の
話
で
あ
る
。
05
年
の
警

察
庁
統
計
に
よ
る
と
自
殺
の
原

因
は
健
康
問
題
40
％
、
経
済
・

生
活
問
題
31
％
、
こ
の
２
つ
だ

け
で
70
％
を
超
え
る
。
第
一
次

安
倍
政
権
で
は
社
会
保
障
費
を

２
２
０
０
億
円
削
減
し
た
。
い

ま
ま
た
消
費
税
を
引
き
上
げ
て

社
会
保
障
を
軒
並
み
改
悪
す
る
、

賃
金
は
上
が
ら
な
い
、
年
金
も

生
活
保
護
も
削
ら
れ
る
、
16
年

前
よ
り
な
お
ひ
ど
い
状
態
で
あ

る
。
３
・
１
９
は
忘
れ
も
し
な

い
私
の
骨
折
記
念
日
。
医
療
費

に
泣
か
さ
れ
て
い
る
。
冒
頭
の

歌
の
文
句
で
は
な
い
が
、
大
企

業
に
泣
か
さ
れ
、
政
府
に
だ
ま

さ
れ
な
い
こ
と
が
肝
心
の
よ
う

だ
。
戦
争
す
る
国
づ
く
り
の
た

め
に
「
国
民
の
暮
ら
し
と
命
を

守
る
責
任
」
と
言
う
前
に
、
身

近
な
と
こ
ろ
で
暮
ら
し
と
命
を

奪
う
政
策
を
や
め
て
ほ
し
い
も

の
だ
。　
　
　
　
　
　

（
今
）

昼
休
み
集
会
に

１
５
０
人
参
加

5/3 300名　5/28 150名参加

三
沢
配
備
反
対 
―
４
・
29
三
沢
集
会
―

解釈改憲は許さない！

無
人
偵
察
機
グ
ロ
ー
バ
ル
ホ
ー
ク

それぞれの横断幕をかかげ

昼休みのデモ参加者

　

憲
法
記
念
日
の
５
月
３

日
、
青
森
市
・
駅
前
公
園

で
「
５
・
３
憲
法
記
念
日

　

戦
争
を
さ
せ
な
い
青
森

集
会
」
が
開
催
さ
れ
、
約

３
０
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
主
催
は
、
県
９
条
の

会
・
憲
法
ネ
ッ
ト
あ
お
も

り
・
県
労
連
・
首
長
９
条

ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス

展
示
飛
行
計
画
中
止
を

　

４
月
29
日
、
三
沢
市
で
「
無

人
偵
察
機
グ
ロ
ー
バ
ル
ホ
ー
ク

三
沢
配
備
反
対
集
会
」
が
開
催

さ
れ
、
県
内
各
地
か
ら
約
６
０

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
米
軍
の

無
人
偵
察
機
グ
ロ
ー
バ
ル
ホ
ー

ク
は
、
グ
ア
ム
に
配
備
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
５
月
か
ら
10
月
ま

で
一
時
的
に
三
沢
米
軍
基
地
に

配
備
さ
れ
る
こ
と
に
反
対
し
て

集
会
が
持
た
れ
た
も
の
で
す
。

　

元
参
議
院
議
員
の
小
泉
親
司

さ
ん
が
講
演
、「
無
人
機
は
事

の
会
・
青
森
市
９
条
の
会
連
絡

セ
ン
タ
ー
な
ど
11
団
体
に
よ
る

も
の
で
、
今
回
は
共
産
党
・
社

民
党
・
生
活
の
党
な
ど
政
党
も

は
じ
め
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
集
会
は
、
安
倍
政
権
が

集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
に
よ

る
解
釈
改
憲
に
よ
っ
て
、
日
本

を
再
び
「
戦
争
の
で
き
る
国
」

故
が
な
い
と
言
う
が
、
事
故
率

は
Ｆ
16
戦
闘
機
の
22
倍
で
あ

り
、
三
沢
の
基
地
強
化
は
ア
ジ

ア
の
軍
事
的
緊
張
を
高
め
る
」

と
日
米
政
府
を
き
び
し
く
批
判

し
ま
し
た
。

　

集
会
は
、「
青
森
県
に
は
、

車
力
村
の
Ｘ
バ
ン
ド
レ
ー
ダ
ー

の
配
備
、
三
沢
基
地
の
Ｊ
Ｔ
Ａ

Ｇ
Ｓ
の
配
備
、
さ
ら
に
グ
ロ
ー

バ
ル
ホ
ー
ク
の
配
備
に
よ
る
三

沢
基
地
強
化
が
県
民
の
命
と
く

ら
し 

に
脅
威
を
与
え
る
も
の

で
あ
り
、
配
備
中
止
を
求

め
る
」
決
議
を
採
択
後
市

内
を
デ
モ
行
進
。
デ
モ
行

進
は
20
数
年
ぶ
り
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
市
民
も
注

目
し
て
い
ま
し
た
。
５
月

24
日
、
三
沢
基
地
に
グ
ロ

ー
バ
ル
ホ
ー
ク
が
予
定
通

り
配
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
グ
ロ
ー
バ
ル

ホ
ー
ク
配
備
撤
回
の
運
動

が
重
要
に
な
っ
て
い
ま

す
。

に
し
よ
う
と
緊
迫
し
て
い
る
も

と
で
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

安
倍
首
相
の
暴
走
は
と
ど
ま
る

こ
と
な
く
続
い
て
い
ま
す
。
し

か
し
各
種
の
世
論
調
査
に
よ
る

と
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
反

対
・
解
釈
改
憲
反
対
は
過
半
数

を
占
め
、
賛
成
派
を
大
幅
に
上

回
っ
て
い
ま
す
。
職
場
・
地
域

か
ら
の
い
っ
そ
う
の
取
組
み
の

強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

５
月
28
日
昼
、
青
森
市
・
青

い
森
公
園
で
「
集
団
的
自
衛
権

行
使
と
解
釈
改
憲
を
許
さ
な

い
！
青
森
集
会
」
が
開
催
さ

れ
、
１
５
０
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
主
催
は
、
５
月
３
日
に
開

催
さ
れ
た
集
会
と
同
様
に
11
団

体
に
よ
る
も
の
。
集
会
は
、
主

催
者
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
憲
法

ネ
ッ
ト
あ
お
も
り
な
ど
３
団
体

に
よ
る
決
意
表
明
、
集
会
宣
言

を
採
択
し
た
あ
と
、
市
内
を
デ

モ
行
進
、
市
民
に
集
団
的
自
衛

権
行
使
容
認
反
対
を
訴
え
ま
し

た
。

　

憲
法
ネ
ッ
ト
あ
お
も
り
は
、

１
月
以
降
、
月
２
回
の
ペ
ー
ス

で
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
反

対
の
街
頭
宣
伝
・
署
名
活
動
を

展
開
、
市
民
の
反
応
も
良
く
30

分
で
署
名
は
約
30
名
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
県
９
条
の
会
は

月
３
回
の
街
頭
宣
伝
署
名
活
動

を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
ま

す
。
弘
前
市
で
は
３
回
の
街

宣
・
署
名
活
動
、
五
所
川
原
市

で
は
「
集
団
的
自
衛
権
行
使
反

対
集
会
」
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

５
月
21
日
、
県
平
和
委
員
会

は
鹿
内
青
森
市
長
に
対
し
、
ね

ぶ
た
祭
り
最
終
日
の
ブ
ル
ー
イ

ン
パ
ル
ス
展
示
飛
行
中
止
を
求

め
る
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し

た
。
青
森
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
協
会
か
ら
の
要
請
に
応
じ
て

知
事
が
自
衛
隊
に
展
示
飛
行
を

要
請
し
た
も
の
で
す
。
鹿
内
市

長
は
、
申
し
入
れ
に
対
し
「
仮

に
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

場
合
は
、
安
全
確
保
に
つ
と
め

た
い
」
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル

ス
は
こ
れ
ま
で
９
回
の
墜
落

事
故
を
起
こ
し
て
い
る
こ
と
、

１
９
８
２
年
の
浜
松
基
地
航
空

祭
で
の
墜
落
事
故
で
は
住
民
12

名
が
負
傷
し
て
い
る
こ
と
を
あ

げ
、
ひ
と
た
び
事
故
が
起
き
れ

ば
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
す
と
強

く
中
止
を
求
め
ま
し
た
。

　

県
平
和
委
員
会
は
、
青
森
市

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
に
も
同

様
の
申
し
入
れ
を
行
い
、
県
知

事
に
も
要
請
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
市
長
へ
の
申
し
入
れ

行
動
に
は
田
中
県
労
連
事
務
局

長
も
参
加
し
ま
し
た
。

〈
追
記
〉
５
月
29
日
、
自
衛
隊

は
展
示
飛
行
を
見
送
る
と
発
表

し
た
。



2014年６月５日（第 3種郵便物認可）第 285号 この機関誌は再生紙を使用しています。

E-mail：ao110@kenrouren.jp　　　FAX  017 － 729 － 2186　　　HP：http://aomorikenroren.web.fc2.com/

第283回
クロスワード
パズル

4/25の街宣

　

ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー

ル
で
回
答
。
氏
名
、
住
所
、

組
合
名
を
書
い
て
下
さ
い
。

余
白
に
職
場
の
様
子
や
最
近

の
出
来
事
な
ど
を
、
ぜ
ひ
お

寄
せ
下
さ
い
。
正
解
者
の
中

か
ら
抽
選
で
図
書
券
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

●
締
切
＝
７
月
15
日

●
発
表
＝
８
月
号

●
宛
先
＝
〒
０
３
０
―

０
８
５
２
青
森
市
大
野
字
若

宮
１
６
５
―
１
９
。
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
は
欄
外
に
表

記
。「
第
283
回
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

パ
ズ
ル
」
係
り
ま
で
。

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

①
大
リ
ー
グ
の
ヤ
ン
キ
ー
ス
で

活
躍
中
の
‥
将
大
投
手

④
６
月
は
水
無
月
（
み
な
づ

き
）、
７
月
は
？

⑦
室
内
装
飾
。
‥
デ
ザ
イ
ン

⑨
戦
後
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
時
代

に
生
ま
れ
た
‥
世
代

⑩
予
想
外
。
‥
な
出
来
事

⑫
‥
10
年
の
研
究
が
実
る

⑭
ラ
ン
ク
は
竹
や
梅
よ
り
上

⑮
‥
の
上
に
も
三
年

⑰
つ
ぎ
タ
レ
の
‥
注
文

⑲
カ
ナ
ダ
の
首
都

㉑
豚
肉
と
パ
ン
粉
で
揚
げ
る

㉓
デ
ン
デ
ン
ム
シ
と
も
言
う

㉕
寿
司
屋
で
言
う
し
ょ
う
ゆ

㉖
ボ
ク
シ
ン
グ
を
す
る
場
所

【
タ
テ
の
カ
ギ
】

②
エ
イ
ト
と
テ
ン
の
間

③
物
と
物
と
の
間
の
距
離

④
人
の
‥
見
て
我
が
‥
直
せ

⑤
‥
結
婚

⑥
危
な
い
瀬
戸
際
。
‥
の
と

こ
ろ
で
命
拾
い

⑧
一
般
に
広
く
認
め
ら
れ
て

い
る
説

⑨
桜
桃
忌
で
知
ら
れ
る
作
家

⑪
油
を
流
す
カ
エ
ル

⑬
後
ろ
か
ら
衝
突

⑯
感
心
し
て
‥
を
巻
く

⑱
位
の
高
い
人
が
か
ぶ
る

⑳
福
井
県
南
西
部
の
‥
湾

㉒
‥
酒
。
‥
あ
め

㉔
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
‥

第
282
回
の
答
え
と
当
選
者

《
答
え
》
①
急
須
②
エ
プ
ロ

ン
③
盆
④
ス
リ
ッ
パ
⑤
長
椅

子
の
後
足
⑥
女
の
子
ス
カ
ー

ト
の
す
そ
⑦
男
の
子
の
左
腕

《
当
選
者
》
8
通
の
応
募
で

4
名
正
解
で
し
た
。
当
選
者

は
次
の
方
で
す
。
秋
谷
美
智

子
（
年
金
者
組
合
）、
原
幸

子
（
年
金
者
組
合
）、
山
谷

愛
子
（
ひ
だ
ま
り
）、
神
孝

則
（
全
労
働
）

ト
マ
ト
の
お
い
し
い

季
節
に
は
や
く
な
れ
ば
い
い
な

ー
。（
神
孝
則
・
全
労
働
）

や
�
た
�
�

雪
が
解
け
た
ら
当
選
し
て
ま
し

た
。ま
た
、が
ん
ば
る
ぞ
ー
。（
山

谷
愛
子
・
ひ
だ
ま
り
）

こ
ぎ
ん
刺
し

を
し
た
布
で
、
四
苦
八
苦
し
な

が
ら
９
条
バ
ッ
チ
を
作
り
ま
し

た
。
夫
が
「
わ
さ
も
作
っ
て

け
！
」
と
の
こ
と
。
今
で
は
夫

の
胸
で
こ
ぎ
ん
刺
し
の
９
条
バ

ッ
チ
が
輝
い
て
い
ま
す
。（
秋

谷
美
智
子
・
年
金
者
組
合
）

自治労連自治体キャラバン
　

青
森
自
治
労

連
と
県
労
連
は
、

「
憲
法
を
行
政

に
生
か
す
」
た

め
の
自
治
体
キ

ャ
ラ
バ
ン
を
５

月
９
日
か
ら
７

月
に
か
け
て
展

開
し
て
い
ま
す
。

懇
談
内
容
は
、

①
憲
法
を
行
政

に
生
か
す
②
憲

法
25
条
に
立
脚

し
た
社
会
保
障

③
自
治
体
へ
の

財
政
支
援
④
公

契
約
条
例
⑤
Ｔ
ｐ
ｐ
交
渉
、
の

５
つ
に
し
ぼ
っ
て
懇
談
を
し
て

い
ま
す
。

　

５
月
９
日
、
鹿
内
青
森
市
長

と
の
懇
談
に
は
自
治
労
連
本
部

福
島
副
委
員
長
、
県
労
連
奥
村

議
長
、
青
森
自
治
労
連
木
村
委

員
長
が
参
加
、
率
直
に
意
見
交

換
し
ま
し
た
。
鹿
内
市
長
は
、

「
現
憲
法
は
改
正
す
る
必
要
は

な
い
。
さ
ら
に
生
か
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
」
と
明
言
し
て
い

ま
す
。
同
日
懇
談
し
た
船
橋
平

内
町
長
は
、
人
口
減
少
と
雇
用

の
確
保
は
差
し
迫
っ
た
最
大
の

課
題
だ
と
強
調
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
で
７
年
目
に
な
る
全
労

連
東
北
地
方
協
議
会
の
最
賃
引

き
上
げ
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
が
５
月

12
日
、
福
島
の
学
習
決
起
集
会

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
福
島
集

会
に
は
東
北
６
県
か
ら
参
加
、

全
労
連
小
田
川
事
務
局
長
か
ら

〜
全
労
連
東
北
キ
ャ
ラ
バ
ン
〜

最
賃
引
き
上
げ
で
景
気
回
復
を

森越賃金室長へ要請書提出

国際連帯の横断幕をかかげて

鹿
内
市
長
と
の
懇
談

生
涯
ハ
ケ
ン
・
残
業
代
ゼ
ロ
の

労
働
法
制
改
悪
反
対

最
賃
を
め
ぐ
る
情
勢
の
講
演
を

受
け
、
各
県
か
ら
の
決
意
表
明

な
ど
で
意
思
統
一
を
は
か
り
ま

し
た
。

　

小
田
川
事
務
局
長
は
、
地
域

別
最
賃
が
年
々
格
差
を
拡
大

し
て
い
る
こ
と
（
最
大
時
給

北
地
方
に
共
通
し
た
人
口
減
少
、

青
年
労
働
者
の
流
出
、
地
域
間

格
差
の
解
消
の
た
め
の
最
低
賃

金
の
大
幅
引
き
上
げ
、
雇
用
の

確
保
は
待
っ
た
な
し
の
課
題
で

あ
る
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
繁
華
街
で
の
最
低

賃
金
を
求
め
て
街
頭
宣
伝
・
署

名
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。
県

労
連
は
、
７
月
14
日
に
３
３
５

分
の
座
り
込
み
行
動
を
配
置
、

最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
を

め
ざ
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

２
０
５
円
）、
国
連
社
会
権
規

約
委
員
会
の
指
摘
す
る
生
活
保

護
水
準
を
下
回
る
ほ
ど
の
最
低

賃
金
、
一
般
労
働
者
の
賃
金
水

準
か
ら
大
き
く
か
い
離
し
た
最

低
賃
金
を
指
摘
、
中
小
企
業
へ

の
公
的
支
援
と
と
も
に
地
域
間

格
差
解
消
、
最
低
生
計
費
保
障

の
た
め
の
最
低
賃
金
大
幅
引
き

上
げ
の
た
た
か
い
を
強
調
し
ま

し
た
。

　

５
月
16
日
青
森
県
労
連
は
、

い
わ
て
労
連
金
野
議
長
、
宮
城

県
労
連
鎌
内
事
務
局
長
の
応
援

も
受
け
て
、
青
森
労
働
局
、
青

森
県
知
事
へ
の
要
請
懇
談
活
動

を
展
開
し
ま
し
た
。
労
働
局
は

賃
金
室
長
が
対
応
、
青
森
県
は

商
工
労
働
部
の
課
長
代
理
が
対

応
し
ま
し
た
。
要
請
団
は
、
東

憲法を行政に生かそう

桜
も
早
い
も
の
で

葉
桜
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

組
合
も
メ
ー
デ
ー
、
平
和
行
進

と
署
名
で
忙
し
い
日
々
が
つ
づ

き
ま
す
。（
長
谷
川
り
つ
子
・

む
つ
リ
ハ
ビ
リ
労
組
）

桜
も
終
わ
り

リ
ン
ゴ
の
花
の
咲
く
の
が
待
ち

遠
し
い
で
す
。（
中
村
龍
平
・

建
交
労
）

　

安
倍
政
権
は
、
今
国
会
で
現

行
の
期
間
制
限
・
職
種
制
限
を

撤
廃
、
無
制
限
に
派
遣
労
働
者

を
使
え
る
よ
う
に
労
働
者
派
遣

法
改
悪
法
案
を
強
行
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
い
く
ら

残
業
し
て
も
残
業
代
を
支
払
わ

な
く
て
も
よ
い
「
残
業
代
ゼ
ロ

法
案
」
も
狙
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
低
賃
金
で
解
雇
が
容
易

な
「
限
定
正
社
員
」
の
導
入
も

目
論
ん
で
い
ま
す
。
正
社
員
が

当
た
り
前
、「
働
く
ル
ー
ル
の

確
立
」
こ
そ
が
景
気
の
回
復
と

日
本
経
済
再
建
の
道
で
す
。

　

３
月
に
労
働
法
制
改
悪
反
対

青
森
県
連
絡
会
（
事
務
局
・
県

労
連
）
が
結
成
さ
れ
、
街
頭
宣

伝
・
署
名
活
動
を
開
始
し
て
い

ま
す
。
中
央
段
階
で
は
全
労

連
・
連
合
・
全
労
協
・
日
弁
連

な
ど
が
共
同
し
て
運
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
職
場
・
地
域
か

ら
取
り
組
み
を
展
開
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。


